









　長谷川（2009a, b）では，仏文と英文を発音記号で表記し，その中の子音を C，母音を Vで表して並
べてみることによって，仏語と英語の音節とリズム構造を統一的に考察することを試みた。結果として，
英語を単独で観察しただけでは見えなかったことが色々と見えてきた。























































　長谷川（2009a, b）１節で各言語の音節構造を CmVCn で表し，日本語は m＝ 1 or 0，n＝ 0 であり，












































































They stand here … And I stand here today, grateful for the diversity of my heritage, aware that my parents’ 
dreams live on in my two precious daughters. I stand here knowing that my story is part of the larger 
American story, that I owe a debt to all of those who came before me, and that, in no other country, is my 
story even possible.
〈A〉《上記の演説中の多音節語のすべて（出現順に列挙）》
 today［tədéi］CVCV, grateful［ɡréitfəl］CCVCCVC, diversity［dəvə́:rsəti］CVCVCCVCV, heritage
［hérətidʒ］CVCVCVC, aware［əwéər］VCVC, parents［pǽrənts］CVCVCCC, precious［préʃəs］
CCVCVC, daughters［dɔ́:tərz］CVCVCC, knowing［nóuiŋ］CVVC, story［stɔ́:ri］CCVCV, larger
［lά:rdʒər］CVCCVC, American［əmérikən］VCVCVCVC, story, before［bifɔ́:r］CVCVC, other［ʌ́ðər］












言及した belong［bilɔ́(:)ŋ, bə-］ や before［bifɔ́:(r), bə-］は，［ə］［i］が無音化されると，belong［blɔ́
(:)ŋ］や before［bfɔ́:(r）］と発音されることになる。
〈B〉《上記〈A〉に列挙した各語の発音表記から［ə］と［i］を取り除いたもの》
today［tdéi］CCV, grateful［ɡréitfl］CCVCCC, diversity［dvə́:rst］CCVCCC, heritage［hértdʒ］
CVCCC, aware［wéər］CVC, parents［pǽrnts］CVCCCC, precious［préʃs］CCVCC, daughters［dɔ́:trz］
CVCCC, knowing［nóuŋ］CVC, story［stɔ́:r］CCVC, larger［lά:rdʒr］CVCCC, American［mérkn］
















































　rhythm unit とは stress-timed rhythm を形成するための音節群である。長谷川（2009a, b）１節では，
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primary stress が等時的間隔で並ぶことによって英語のリズムが形成されると述べたが，具体的に隣接
しあって並ぶのは rhythm unit である。すなわち，等時的に登場する primary stress を核とする rhythm 
unit が並ぶことによって，英語のリズムが形成されるということである。
　以上，音節・リズムについて前節から述べてきたことを次表にまとめる。前節では単音節語から多音
節語へと考察を進めたが，本節ではその考察を rhythm unit へと発展させた。
形態 意味
単 音 節 語 音節（母音を核とした子音の連結） １語義
多 音 節 語 音節群（強音節を核とした弱音節の連結） １語義
rhythm unit 音節群（強音節を核とした弱音節の連結） 単（複）数の語義
§3-2　 英語ヒアリングの要（かなめ）は強弱リズムである 











ら多音節語の形態（＝音節群の定義）へと展開し，それをそのまま引き継いだものが rhythm unit の形
態（＝音節群の定義）である。
　意味との対応はどうか。rhythm unit において形態と意味は１対１で対応しない。（ただし後述の例文




　　　　 　　　　　─ 内容語と機能語 ─



















　　　　　　　　─ rhythm unit の具体例 ─




　ゆっくりと発音してはっきり聞かせたいときや興奮したときなどは１語１語が rhythm unit を構成す
ることになる。
　　例文1：　Whát / ís / yóur / próblem?（４つの rhythm unit）
　だが普通は is と your が弱音化されて次ぎのようになるだろう。
　　例文2：　Whát is / your próblem?（２つの rhythm unit）
　さらに速く発音されると次のようになる。
　　例文3：　What’s your próblem?（１つの rhythm unit）
　普通，強勢が置かれるのは内容語であり，機能語は無強勢である。いくつかの内容語に primary 
stress が置かれて，それぞれが rhythm unit を形成しているとき，そこに機能語が加わっても各 rhythm 
unit の発話時間はほとんど同じでリズムも変わらない。
　　例文4-1：　  Fáther　/　ásked       　/　  quéstions.
　　例文4-2：　My Fáther　/　ásked me　/　the quéstions.
　同じ stress-timed rhythm を保ったまま喋るスピードが速くなると，１つの rhythm unit に詰め込ま
れる音節数が増える。その際，本来なら強勢が置かれてしかるべき内容語が機能語と同じく無強勢にな
る。
　　例文5-1：　  Tóm　/　is a stúdent.
　　例文5-2：　  Bill and Tóm　/　are  good stúdents.
　　例文5-3：　Both Bill and Tóm　/　are very good stúdents.
　I visited him in summer with my brother. は普通，３つの rhythm unit を構成するが（例文6-1），それ
が I visited his house in high summer with my elder brother．のようになったとき，例文6-2 のように 
rhythm unit を３つのままにしておくか，例文6-3 のように６つにするかは話者の気分による。当然，
例文6-2 のほうが話すスピードは速い。そして例文6-3 のほうがスピードは遅いが正確に聞き取れる。
発話の敏速さを重視するか発話の明確さを重視するかの選択である。例文6-2 の場合，１つの rhythm 
unit 内に複数の内容語が混在することになるので，例文6-1 や例文6-3 に比べて聞き取りに要する耳の
緊張度は高まる。
　　例文6-1：　I vísited him / in  súmmer / with my  bróther.
　　例文6-2：　I vísited  his house / in high  súmmer / with my elder  bróther.
　　例文6-3：　I vísited / his hóuse / in hígh / súmmer / with my élder / bróther.
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が，その時の rhythm unit の形態は，１単語から成る場合と同じく一音節群である。ただし一音節群内
の音節数は，当然，単語より句や節のほうが多くなる。


















































　　　　　　 ─ rhythm unit による分析の限界 ─
　以上，rhythm unit について例文を用いて説明したが，先述のように rhythm unit とは固定的な言語形
態ではない。
　各 rhythm unit 内のたった１つの primary stress がリズムを刻むという stress-timed rhythm の定義に
基づいてリズム分析を行ってきたので，例文5-2 や 例文5-3 のように２つ以上の内容語が存在する場合
は，そのうちの１つの内容語だけを rhythm unit の核とみなし，とくにそこが強く発音されると説明し
たのであるが，当然，primary stress の置かれない内容語（both, Bill, very, good）も，機能語（and, 
are）よりは強く発音されると考えられる。























































　　　affect と effect は辞書では affect［əfékt］と effect［ifékt］のように区別しているが，ギムソン（A. C. Gimson）
教授は両者を区別しなくても良いと述べている。（小川芳男『話せるだけが英語じゃない』p.48）
　　　belong や before なども，辞書によって［i］［ə］両方の記載がある。

























　　Henrry Sweet ………… full word（実語）vs  form-word（形式語）
　　　　A New English Grammar（1891,1898）
　　Harold E. Palmer ………  content word（内容語）vs  structural word（構造語）
　　　　A Grammar of Spoken English: On a Strictly Phonetic Basis（1924,1939）
　　Charles C. Fries ……… class word（類語）vs  function word（機能語）
　　　　The Structure of English （1952）
 （2009年７月３日掲載決定）
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